
標高 393 ㍍の七郎山山頂から見える風景（片側港を望む）

　

鹿
児
島
県
最
北
端
の
島
「
獅
子

島
」
で
２
月
５
日
、『
獅
子
島
ウ

ォ
ー
ク
』
と
『
獅
子
島
フ
ェ
ア
』

が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
出
水
市
で
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
中
止
と
な
っ
た
こ
の
大
会
。
今

年
は
県
内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は

岡
山
県
や
福
岡
県
、
宮
崎
県
、
熊

本
県
な
ど
か
ら
約
６
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
は
、
片
側
集

落
に
あ
る
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し
て
、
七
郎

山
（
標
高
３
９
３
㍍
）
山
頂
を
折

り
返
す
13
㌔
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
者
ら
は
、
長
島
本

島
の
諸
浦
港
や
熊
本
県
水
俣
市
の

水
俣
港
、
天
草
市
の
中
田
港
か
ら

定
期
船
や
貸
切
船
な
ど
で
次
々
に

獅
子
島
へ
と
来
島
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
獅
子
島
を
満
喫
し
よ
う

と
前
日
か
ら
島
内
の
民
宿
に
宿
泊

し
た
参
加
者
も
あ
り
、
獅
子
島
じ

ゅ
う
が
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
阿
久
根

市
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
鹿
児
島

毘
沙
門
太
鼓
響こ
ー
る流

」
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク

実
行
委
員
会
の
池
田
卓
男
会
長
は

「
よ
う
こ
そ
獅
子
島
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
本
日
は
、
獅
子

島
な
り
の
お
も
て
な
し
を
十
分
に

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
花
火
の
合
図
で
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
起
伏
の
激
し

い
難
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、獅
子
島
小
学
校（
小

磯
俊
彦
校
長
）
の
児
童
14
人
が
歓

迎
の
手
紙
を
添
え
た
手
作
り
の
杖

40
本
が
配
ら
れ
、
参
加
者
に
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
継
点
や
七
郎
山
山
頂
で
は
、

島
民
た
ち
が
ポ
ン
カ
ン
や
甘
酒
を

提
供
し
、
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
元
婦
人
会
が
ア

オ
サ
汁
と
お
に
ぎ
り
を
振
る
舞
う

な
ど
、
手
作
り
の
企
画
と
味
で
参

加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
発
着
点
と
な
っ
た
獅
子

島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
前
で

は
、
獅
子
島
フ
ェ
ア
も
開
催
さ

れ
、
ナ
マ
コ
や
青
オ
サ
、
ヒ
オ
ウ

ギ
貝
、
焼
き
イ
モ
、
ミ
カ
ン
、
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
の
地
元
特
産
品
が
販

売
さ
れ
、
新
鮮
な
食
材
が
格
安
で

手
に
入
る
と
あ
っ
て
、
各
出
店
に

は
買
い
物
客
が
殺
到
す
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

鹿
児
島
市
郡
山
町
か
ら
参
加
し

た
宮
路
正
人
さ
ん
（
58
）
は
「
郡

山
中
学
校
３
年
７
組
の
同
級
生
５

人
で
参
加
し
ま
し
た
。
難
関
の
抽

選
に
当
た
り
こ
の
日
が
待
ち
遠
し

か
っ
た
。
獅
子
島
の
話
題
で
夜
の

同
窓
会
も
楽
し
み
」
と
話
し
ま
し

た
。

天草の島々が見渡せる
七郎山山頂
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